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〔特 別 掲 載〕

（欝、駐鶉錨器響騨

コーチゾン．克ﾋによる成熟ラット精巣の

細胞学的研究

緒

東京女子医科大学解剖学教室（主任 久保田くら教授）

言

吉
ヨシ

武
タケ

（受付昭和35年3月5日）

 副腎と性腺との関係は極めて複雑である。両者間に密

接なる関係の存在することは，すでに多くの研究者によ

り明らかにされている。たとえば副腎皮質エキスがes－

trogenicの作用を有するという研究は多数みられ，また

副腎がandrogen源であることは去勢人尿中にandro－

genのあること，および副腎機能の高められている患者

尿中にandrogenの多いことなどによって示されてい
る。

 一方Friedman 1）はcortisone投与により精子・形成

が抑制されることを報告している。しかしこれらの報告

は，いずれも詳細なる細胞学的研究にまでは及んでいな

い。

 著者はラッNこcortisoneを投与し，その精巣組織の

細胞学的検討を試みた。cortisone投与後のラット精巣

組織においては一定の量および期間経過後に精子形成が

抑制されると思われる細胞学的所見を得ることができた

ため，ここに報告する。

        研究材料および方法

 実験にはSF固型飼料にて飼育したウィスタ 一一系成熟

ラッbを用いた。いずれも体：重180g前後のものを選

び，これに酷酸コーチゾン（万有製薬製）をプ・キu1

～5mgずつ2，4，6，8，10日間の期間別注射を行っ

た。おのおの最終注射より24時間経過後にエーテル処置

により致死せしめ，その精巣をとり，Champy氏液，

Levi氏液およびZenker－Formol液などにて固定し，

約5μのパラフィン切片となし鏡検した。染色法として

はHeidenhain氏鉄ヘマトキシリン，へvl・キシリン・エ

オジンおよび過沃度酸シッフ反応（以下PAS反応と略

称する）などをほどこした。

          実験成績

幸
コウ

 各実験例の精巣を肉眼的に観察した場合には対照群に

比較し著明なる変化をみとめることはできなかった。

 1） プロキロ1mg注射例

 コーチゾンをプnキ・1mg注射した例では注射後4

H例において精母細胞の層にいわゆる巨大細胞がみとめ

られる。この細胞は精母細胞の2～3倍の大きさを示

し，核は1～4個で比較的小さく細胞壁に接して存在す

る。細胞質は明調であり内部は多くの液胞状を呈する。

このものはPAS反応には陰性である。本有では精細胞

は規則正しい配列を示し，おのおのの細胞質中には微細

なる穎粒状のミトコンドリアがびまん性にみとめられ

る。前精子細胞質中にみとめられるGolgi装置も網工

を呈し，明瞭にみとめることができる。

 注射日数経過とともに巨大細胞がやや増量の傾向を示

す他は対照例とほぼ同一の所見である。遊離細胞も木例

においてはみとめられず，いわゆる脂質願粒も支持細胞

質内に微細穎粒としてみとめられるのみである。

 2）プM ｝L Pt 2 mg注射例

 住射日数4日以上の例においては精細管内の精細胞の

配列が不規則となり，精祖細胞および精母細胞はしばし

ば癒合したかのごとく認められる。いわゆる巨大細胞も

プmキ・1mg注射例に比較し著明に増嵐し，1つの精

細管に10数個も認められる。これらの巨大細胞は2～5

核を有し，核中にはおのおの1～2個の核小体を認め

る。細胞質は精細胞に比較しより明調である。またしば

しば巨大細胞の1核が分裂を行いつつある所見に遭遇す

る。精細胞のミトコンドリアは10日注射例においても明

瞭｝こ認め得た。精子細胞におけるGolgi装置は網工を

呈し，各例とも対照とほとんど同様の所見である。また

精子細胞層に存在する巨大細胞にも，しばしばGolgi装

置を認めることができた。

K6 YOSHITAKE （Department of Anatomy， Tokyo Women’s Medical College） ： A cyto］ogical study

on the testis of the adult rat following cortisone－injection．
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 ．支持細胞質：内には，いわゆる類脂質穎粒が増賊し，き

らに3～6．μ秤度の粗大類粒が出現する。この粗大穎粒

も注射日数経過とともに漸次増加の傾向を示している。

なお支持細胞の細胞質内には対照例には認められない

：PAS陽性の粗大賦質が出現し，類脂質顧粒とほぼ同様

の増加傾向をしめしている。

 間質組織も海温では注射r［数経過とともにやや増加の

傾向をしめす。

 3）プPキP3n■9注射例
 注射日数2H例においては対照例と比較して著しい変

化を認めないが4Pl例においては精細管槍に多数の巨大

細胞を認める。この状態はプmキ112mg注射例の6貝

以後の例に一致するように愚われる。巨大細胞は精母細

胞層に認められる場合が多いが，しばしば精子細胞層に

も存在している。かかる巨大細胞には核に接して1～2

個所にGolgi装・置がみとめられる。精子細胞内のGolgi

装置は対照例とほとんど同様に観察される。精細胞内の

ミエ・コンドリアも対照例と同様に穎粒状，びまん性で明

瞭にみとめられる。

 本四の支持細胞には2日例においてすでに粗大なる類

脂質願望およびPAS陽性の粗大顎粒の出現がみとめら

れ，注尉日数経過とともに漸次増量の傾向をしめしてい

る。間質組織もやや増加している1

 なお精細管腔内の精子は本例ではなおみとめることが

でき，遊離細胞はほとんど観察されない。一般に巨大細

胞の多く存在する精細管では腔内の精子は減少の傾向を

しめしている。

 4）プロキロ4mg注射例
 注射2日例より精細管壁の巨大細胞および精細胞の癒

合像が著明に増加している。したがって精細胞の配列が

極めて不規則である。このような精細管の変化はプ・キ

・・2mgおよび3mg注射例に比較して精細胞の癒合像

および精細胞の不規則な配列が，きわめて著明である。

精細胞内のミbコンドリァは願粒状のミ1・コンドリァと

して多数存在しているが，本例では各日数とも対照例に

比較してやや減少の傾向を示す。精子細胞内のGolgi装

置ほ著明に減少しているが，比較的明瞭にみとめられる。

 支持細胞の所見はプnキロ3mg例とほぼ同様であ

る。すなわち粗：大な類脂質願粒およびPAS反応陽性の

粗大穎粒を多数みとめる。間質組織は著明に増加をみと

め．プロキロ2mg．および3mg注射例1こ比較して変化

が著しい。

 精細管腔内の精子は沖洲においては減少の傾呼野を示

す。腔内には遊離細胞をみとめる。遊離せる細はいずれ

も均質性に染色せられる。

 5）プロキva 5 mg注射例

 本例では注射2．日例より精細管内腔に脱落細胞が多

く，内腔は拡大し管壁はうすく精細胞層が2～3層を呈

するようになる。精細胞の配列は不規則となり精祖細胞

および精母細胞のみとなる。いわゆる精細胞の造精現象

を思わせる所見は全く語められない。かかる時期の精細

胞中のミ｝コンドリアは極めて減少しているか全く消失

している。遊離細胞は精母細胞に類似したものが大多数

を占めているが，しばしば4～5核を有し大なる細胞を

みとめる。すなわち巨大多核細胞と思われる所見である

が，この場合の細胞形質は均質性でヘマ1・キシリン染色

にて濃染する。8日および10日例に至ると精細胞層の配

列は全く不規則となり精細胞が極めて少なく液胞化が著

しくなる。かかる状態となると内腔には精子および脱落

細胞は認められなくなる。

 別辞における問質組織は極めて増雛し精細管は対照例

に比較し，かなり縮小する。

         総括並びに考按

 副腎と性ホルモンとの関係については多数の報告があ

り，卵巣野晒による副腎重量の減少，精巣捌出による副

腎重量の増加が認められる2）～8）。

 Selye g）， Luby 5）， Ellison 11）はEstrogen投与によ

り副腎肥大を認めず，またDeansly！5）は初期に肥大

を，後には萎縮すると述べている。また赤須8）は下垂

体捌出雄牲ラッNこEstrogenおよびAndrogenを注

射してChemocorticoidの測定を行い，下垂体平出によ

り尿中Chemocorticoid値は著減し， Androgen投与の

際は減少がさらに著明となり，Estrogen投与では軽度

ながら」二郷することを認めており，Androgenが直接副

腎皮質を抑制すると考えている。

 同一ヒのごとく副腎皮質と性ホルモンの間には密接な関

係が認められるが，Cortisone投与による性腺の変化に

ついての報告は少ない。

 既述したごとく，Friedmanは60～70 grのうッ1・に

酷酸コーチゾンを0．2cc 1貝2回投与して20日間観察

した結果精子形成が抑制されると述べているが，Potten－

ger14などは臨床例で副腎抽出液のベンヂン分劃に性腺

刺戟作用めあることを認めている。

 雄i性ラッNこコー一Lチゾン投与を行った本実験では，上

記の所見のごとくコーチゾンをプ円キn1～3mg注射

した場合には，多核巨大細胞の増加が認められるのみ

で，精子細胞は対照例と比較し変化は認められなかっ
た。

 しかしプ・キ・4mg注射例では巨大細胞の出現はき

わめて著明となり，．かっ細胞内のミ｝コンドリアの減

少，Golgi装置の減少，間質の著明な増加および精子形

成の軽度の減少が認められた。しかしこれらの変化は注

射日数による差は顕著でない。．

 多核細胞は精細管内には正常の場合にもかなりの頻度

に出現するものであり，この成因については異常核分裂

説15）があるが，精上皮の多核細胞は正常の場合と同様
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に異常核分裂による細胞質の不分離が増大したために出

現したと思われるものがコーチゾン少量投与の例に多く

見られ，核には精母細胞の分裂により生じたと考えられ

る像をしばしばみとめる。またコーチゾンをプmキロ

1mg注馴した場合に認められる多核細胞はほとんど精

母細胞層に認められた。コーチゾン大量投与の際には精

子細胞口回に精細胞の癒合像および多核細胞が多く認め

られた。

 多核細胞および精子細胞内のミトコンドリアは，大小

の顎粒として多数存在し，コーチゾンをプロキロ1・v3

mg注射例ではほとんどその形態および量に変化が認め

られないが，プnキn4mg注射例ではやや減少の傾向

を認めた。．

 また精細胞内のGolgi装置は，コーチゾン少量注射の

例では対照に比較しほとんど変化を認め難いが，プ・キ

ロ4mg注射例では明らかに減少を示した。

 精子細胞におけるミトコンドリブは精子中片形成16）

～21）またGolgi装置は精子頭部形成に関与するといわ

れ，したがってミトコンドリアおよびGolgi装置を有す

る多核細胞が精子細胞層に多く認められたことは，これ

らの多核細胞からも異常精子形成があるのではないかと

考えられる。

 精巣組織の萎縮現象に関して，山田22＞25）は精巣萎

縮の型として多核細胞形成と脂肪空胞化による細胞変化

の2型をあげているが，本実験のコーチゾンをプ・キ・

1～3mg注射した例では多核細胞の軽度の増加，プm

キロ4皿g注尉例では著明な多核細胞の増加が認められ

，プmキ・5mg注射例では精細胞の配列の乱れと，精

細胞の液胞化とともに精細管壁に多くのくびれを認め

，コーチゾン投与による精巣の萎縮現象が認められた

。

 精子形成はプロキロ1nu 3 mg注射の場合に，対照と

の間に著しい差は認め難いが，4mg注射例では巨大細

胞の著明．な増加，ミ｝コンドリアおよびGolgi装置の減

少とともに明らかに精子形成減少の傾向を示し，また

5mg注射例では精巣の萎縮像の出現とともに精子形成

は著しく抑制され，細い糸状の精子が陸かに認められる

に過ぎない。

 セル1・り一号細胞内の類脂質穎粒は，・精細胞が精子形

成に関して多くの類脂質を必要とする為に消費されると

いわれているが，本実験ではコーチゾン投与により，精

子形成過程に異常をきたし，類脂質頼粒が支持細胞に異

常蓄積を起したものと考えられる。

 またセルトリー氏細胞内には類脂質穎粒の増加に平行

して，PAS陽性の粗大穎粒の出現および増加を認めた。

 精巣組織に対する性ホフレモンの影響については多数の

報告があり24）～29），何れも萎縮現象を認めている。糞た

Potterlgerなどはcorticosteroid｝こより精子形成は高

められるどZ・い，Friedmanなどはcortisρne投与によ

り精子形成は抑制されると述べているが，本実験では性

ホルモン投与に比較すると軽度であるが賜らかに精巣の

萎縮現象が比較的早期か．ら認められた。すなわちコーチ

ゾン投与による精細管の変化は，すべての精細管に認め

られるのではなく，一部の精細管は対照と同じ所見を示

した。

 Cortisoneを招いてめ実験の結果は性ホルモンを用い

た中田の実験のごとく著明でなかった。．

          結   語

 雄性ラッNこ酷酸コーチゾンを注射し，その精巣組織

を細胞学的に検討した結果つぎの結論を得た。

 1）精細管上皮にはコーチゾン注射量の増量にともな

いプ・キ・4mgまでは巨大細胞の出現が著明となる。

 2） 精細胞内のミトコンドリアはコーチゾン注射量が

プ・キn3mg以下では対照例とほぼ同様であり，穎粒

状，びまん性である。プ・キ・4mg以上では減少傾向

を示し，5mg，8日例以後は認め難くなる。

 3）プPキ恥4囎注射例以後においては精細管腔内
に遊離細胞を認め，これらの細胞は概ね精母細胞の脱落

と思われる像を示している。プ・キm5mg注射例では

さらに増量する。

 4）プ・キn5．mg注射例における精細管は精細胞の

配列が全く不規則となり，8日例以後は精祖細胞および

精母細胞のみからなり，いわゆる造精現象を思わせる所

見は認め難くなる。

 5）プロキロ3mg注射例以上の支持細胞質内には類

脂質穎粒の粗大化および増量がみとめられる。この変化

は注射量の増量および注射日数の経過とともに漸次著明

となる。

 6）プ目キロ3mg注射例以上の支持細胞質内にPA

S陽性穎粒が出現し，類脂質穎粒とほぼ同一の増加の傾

向を示す。

 7）間質組織はコーチゾンの注射量および注射日数の

増加にともない増量の傾向をしめしている。

 以上の変化はすべての精細管に一様に認められるので

はなく，各例とも精細管の一部には対照例と全く変化な

い部分も認められる。しかし上記の所見によりコーチゾ

ン投与が成熟ラットの精巣組織に萎縮的現象をおこすこ

とは細胞学的にも考えられることである。

欄筆に当り御指導，御校閲戴きました久保田教授並び

に御教示をたまわりました串田講師に深謝いたします。
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       附図説明

図1：支持細胞質内の脂質穎．粒の増量および粗大化を認

   める（プロキロ2mg注射例）。

図2：支持細胞質内の脂質顯粒の増量および粗大化著明

   （プnキP 3mgこ注射L｛列）。

図3：プmキP3mg注射例においても精細胞内には，

   なお穎粒状のミ〉コンドリァが認められる（プ・

   キロ3mg注射例）。

図4：巨大細胞および精細胞の癒合像がみとめられる

   （プロキロ4mg注射例）。

図5：精細管の精母細胞層に巨大細胞をみとめる（プP

   キP3mg注射例）。

図6：精細管腔内に精子は全く認められず遊離細胞をみ

   とめる（プ・キロ4mg注射例）。

図7：精細管腔内に多くの遊離細胞をみとめる。精細管

   上皮は著明に菲薄となり始祖細胞および精母細胞

   のみの層となる。いわゆる造精現象を思わせる所

   見は全く認められない。遊離細胞は精母紬胞に類

   似したものが大部分を占める（プロキm5mg注

図8

射例）。

精細管内の精細胞の配列は全く．不規則となり，精

細胞が極めて少く，液胞化が著しくなる。かかる

状態となると内海には精子および遊離細胞は認め

られなくなる（プPtキロ5mg，10貝注射例）。
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吉武論：交付図

〔第1 図〕 〔第2 図〕

〔第2 図〕
〔第 4 図〕
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士口 武 論 付 図
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